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 企業ネットワーク 
   ・ 地域展開を含めたＥＯ事業の成長加速 

   ・ ＳＣＭ基盤やコンタクトセンター基盤などの共通事業基盤を活用した事業拡大 

（振り返り）２０１５年３月期 事業遂行方針 

▌トップラインの拡大 

 キャリアネットワーク 
   ・テクニカルアウトソーシング事業を軸としたキャリアマーケット深耕 

   ・ＮＥＣマグナスとのシナジーによる事業拡大・効率化推進 

 社会インフラ 
   ・公共事業投資の積極的な取込み（消防・防災、国土強靭化、環境等） 

▌収益性の強化 

 原価改革の取組み加速 

 ＳＧＡの効率化 
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▌コンプライアンス最優先の事業遂行 

2014年5月8日 

決算説明会資料より 
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▌売上高、営業利益、営業利益率で中期経営目標を 
 １年前倒しで達成し、過去最高を更新 

 当期純利益は、税制改正に伴う繰延税金資産の取崩しおよび 
子会社再編に伴う事務所統合費用等の特別損失により前年比減少 

２０１５年３月期 業績サマリー 
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（単位：億円） 

１４年３月期 １５年３月期 前年差/比
前回予想値

（10月30日）

受 注 高 2,801 2,991 ＋7% 2,950

売 上 高 2,703 2,922 ＋8% 2,850

営 業 利 益 144 162 ＋17 150

（営業利益率） (5.3%) (5.5%) ＋0.2pt (5.3%)

当 期 純 利 益 83 78 △5 90

（当期純利益率） (3.1%) (2.7%) △0.4pt (3.2%)

Ｒ Ｏ Ｅ 9.6% 8.7% △0.9ｐｔ

フリー・キャッシュ・フロー 178 △15 △193



２０１５年３月期 セグメント別受注高／売上高 
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（単位：億円） 

822  918  1,053  

658 
747 

764 

757 
949 

998 177 

186 
176 

+15% 

+2% 

+5% 

+7% 
2,991 

2,801 

受注高 

企業ＮＷ 

キャリアＮＷ 

社会インフラ 

その他 

2,413 

13/3期 14/3期 15/3期 

780 908 993 

649 
783 766 

741 

826 
968 188 

186 
195 

+9% 

△2% 

+17% 

+8% 
2,922 

2,703 

売上高 

企業ＮＷ 

キャリアＮＷ 

社会インフラ 

その他 

2,357 

▌企業ＮＷ、社会インフラが好調に推移し、 
                     受注高・売上高拡大 

+16% +15% 

13/3期 14/3期 15/3期 

 企業のＩＣＴ投資回復、消防・防災システム事業拡大、前期Ｍ＆Ａの効果 

 キャリアＮＷは通信事業者投資抑制の影響で減収 



380 
469 494 

399 

439 
498 

387 
473 502 

434 
446 

551 

２０１５年３月期 企業ネットワーク事業 
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（単位：億円） 

ＳＩ・工事 

+15% 
993 

908 
780 

サービス 

13/3期 14/3期 15/3期 13/3期 14/3期 15/3期 

受注高 売上高 

1,053 

918 
822 

+9% 

▌企業のＩＣＴ投資回復を取込み、受注高、売上高ともに 

 前年比大幅増加 
 ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ事業が好調継続（売上高：＋９０億円） 

 ほぼ全ての業種にわたり受注高・売上高が拡大 

+24% 

+6% 

ＳＩ・工事 

サービス 

+13% 

+5% 

※ＱＡＣ含む 

６７０⇒７６０ 

（＋９０） 



184 185 178 

465 
598 588 

182 203 171 

475 
544 593 

２０１５年３月期 キャリアネットワーク事業 
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+2% 766 764 747 

658 

▌通信事業者の設備投資減少の影響を受け、前年比 

 で売上高減少 
 ＮＥＣマグナスコミュニケーションズ社の連結効果（受注高・売上高：＋約１００億円） 

 移動体基地局事業は前年プラチナバンドの影響で減少 （売上高：△約２０％） 

 サービス事業の受注減は、長期保守案件の前年度一括計上の影響 

783 

649 

+9% 

△4% △16% 

（単位：億円） 

ＳＩ・工事 

サービス 

受注高 売上高 

ＳＩ・工事 

サービス 

13/3期 14/3期 15/3期 13/3期 14/3期 15/3期 

△2% 

△2% 

２８０⇒３１０ 

（＋３０） +10％ 



▌公共投資の増加を背景に受注高・売上高が前年比増 

 消防無線デジタル化プロジェクトが活況 
・受注は、下期に入りピークアウト 

・消防指令システムプロジェクトは今後も継続 130 170 
230 

80 60 
140 120 

220 

上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 

189 190 190 

552 
637 

778 

189 191 192 

568 
758 805 

２０１５年３月期 社会インフラ事業 
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（単位：億円） 
+5% 

826 
741 

受注高 売上高 

998 949 

757 

+17% 

ＳＩ・工事 

サービス 

+6% 

ＳＩ・工事 

サービス 

+22% 

±0% 

968 

+1% 

消防・防災システム事業 （億円） 

13/3期 14/3期 15/3期 13/3期 14/3期 15/3期 

【メモ】 

受注増減要因： 

衛星・車載△45 

消防、防災+10 

ＮＥＸＣＯ +10 

放送 +20 

海外 +40 

14/3期 15/3期 14/3期 15/3期 

受注高 売上高 

 海外インフラ工事の受注が伸長（＋４０億円） 



4 8 2 

65  71  72  

59 
66 71 

71 
82 

96 

△75 △83 △79 

２０１５年３月期 セグメント別営業利益 
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125 
（5.3%） 

144 
（5.3%） 

162 
（5.5%） 

合 計 

（単位：億円） 

▌主要３セグメントで増益 

（8.3%） 

（9.6%） 

（9.1%） 

（7.8%） 

（9.9%） 

（8.5%） 

（7.2%） 

（9.2%） 

（9.9%） 

企業ＮＷ 

キャリアＮＷ 

社会インフラ 

全社消去 

社会インフラ 

（2.3%） （4.3%） 
その他 

13/3期 14/3期 15/3期 

・売上増により増益 

キャリアネットワーク 
・売上減も、原価率の改善で増益 

・Ｍ＆Ａした子会社も収益貢献 

企業ネットワーク 

サービス基盤整備費用が増加も 
  全社スタッフ費用効率化で改善 

（1.0%） 

・売上ミックス変化による原価率悪化 

 を売上増で吸収し増益 

（）は営業利益率 



２０１５年３月期（１５年３月末） バランスシート 
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（単位：億円） 

▌大型プロジェクトの増加に伴う期末の売掛金、たな卸資産の増加 

 で、総資産が膨らみ、自己資本比率が０．５％低下 

14年3月末 15年3月末 増　減

現金及び現金同等物、有価証券 444 390 △55

受取手形及び売掛金 960 1,139 179

たな卸資産 82 101 20

その他流動資産 88 81 △7

流動資産合計 1,574 1,711 137

固定資産合計 317 309 △8

資産合計 1,891 2,020 129

買入債務 432 487 55

借入金 64 62 △3

その他負債 503 530 27

負債合計 999 1,078 79
株主資本合計 912 944 33

その他の包括利益累計額 △37 △19 18

少数株主持分 17 16 △0

純資産合計 892 942 50

負債純資産合計 1,891 2,020 129

自己資本比率 46.3% 45.8% △0.5pt



２０１５年３月期 キャッシュフロー 
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▌ＦＣＦは、入金タイミングの影響、社会インフラ案件（長工期） 

 の増加により前年同期比減少も、成長に向けた資金は確保 

245 
193 

335 

262 

380 
328 

142 

△35 

159 

△52 

178 

△15 

△200 

△100 

0

100

200

300

400

500
（単位：億円） 

ネット 

キャッシュ 

ＦＣＦ 

15／3期 10／3期 

※ネットキャッシュ＝現金および現金同等物－借入金 

※ 

11／3期 12／3期 13／3期 14／3期 
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コンプライアンス強化策の遂行状況 

▌子会社元従業員不正事件を受け、策定したグループ全体 
 のコンプライアンス強化策を計画通りに遂行 

施 策 実 行 結 果 

 経理・財務プロセスの
見直し 

・子会社財務機能を親会社へ集約 
・財務プロセスを標準化 

 グループとしての 
   人事ローテーション 

・グループ全体のスタッフ要員を対象に 
 人事ローテーションを実施 

 コンプライアンス 
        教育強化 

・子会社取締役、監査役に対する定期研修実施 
・各階層別にコンプライアンス教育を定期実施 

 内部監査および監査 
法人による監査の強化 

・内部監査部門と監査項目の強化 
・監査法人による重要子会社に対するフルスペック監査 

 グループ経営の強化 ・国内子会社の再編を実施（１５年２月、４月） 

・グループ会社統制部門の新設（１４年４月） 
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▌分野ごとに強弱はあるも、消費増税の低迷からの 
     景況感回復などにより、足元の事業環境は堅調 

２０１６年３月期 事業環境 

企業ネットワーク 

社会インフラ 

キャリアネットワーク 

・景況感の回復を受け、国内のＩＣＴ投資の回復基調が継続 

・通信事業者の設備投資は、基地局を中心に抑制傾向 

・ＭＶＮＯやＭ２Ｍなどの新サービス領域は活性化 

・国土強靭化など安心・安全をテーマとした公共投資が堅調 
・オリンピックに向けたインフラ整備投資の活性化に期待 



２０１６年３月期 通期業績予想 
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▌中期経営目標を上回り、過去最高の業績を目指す 

（単位：億円） 

（予想値は、２０１５年４月２８日現在のものです。） 

15年3月期

実績

16年3月期

予想値
前年差/比

中期経営

目標

受 注 高 2,991 3,000 ＋0% -

売 上 高 2,922 2,950 ＋１% 2,900

営 業 利 益 162 165 ＋３ 160

（営業利益率） (5.5%) (5.6%) ＋0.1ｐｔ (5.5%)

当 期 純 利 益 78 95 ＋17 -

（当期純利益率） (2.7%) (3.2%) ＋0.5ｐｔ -



２０１６年３月期 事業遂行方針 

▌中期経営計画の完遂 

  ◆中期経営目標から上積みした新年度予想値の必達 

 収益性の向上 
  ・総コスト改革の推進、ＳＣＭ改革による調達、物流コスト削減 等 
  ・ＳＧ＆Ａの効率化 
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 トップラインの拡大 
  ・企業向け事業の拡大、成長投資の成果刈取り 

▌コンプライアンス最優先の事業遂行 

▌グループ経営の強化、効率化推進 

ⓒ NEC Networks & System Integration Corporation 2015 
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（単位：億円） 

２０１６年３月期 業績予想（セグメント別売上高）    

（※予想値は、２０１５年４月２８日現在） 

企業ＮＷ 

キャリアＮＷ 

社会インフラ 

その他 

15/3期 16/3期（予想） 

2,950 

2,922 

+8% 

△3% 

△2% 

+1% 

993 

766 

968 

195 

1,070 

740 

950 

190 

▌消防無線デジタル化はピークアウト（△９０）も、企業ネットワークの 
 成長（＋８０）、放送・公共・宇宙分野の拡大（＋４０）、海外インフラ事業 
 の拡大（＋２０）等により成長継続 

・ＩＣＴ投資回復に積極的に対応し、 

 ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ事業の拡大継続 

・通信事業者投資抑制の影響により減収 

・テクニカルアウトソーシング事業は拡大 

・消防・防災システム事業は減収 

・放送、公共、宇宙分野、海外インフラ事業 

 が拡大 

社会インフラ 

キャリアＮＷ 

企業ＮＷ 

社会：△１８ 

 ・消防△９０ 

 ・放送＋２０ 

 ・宇宙など（準天頂）＋２０ 

 ・海外＋２０ 

 ・他＋１０ 

企業：＋７７ 

キャリア：△２６ 
 ・基地局△２０ 

 ・マグナス△３０ 

 ・ＴＯＳ ＋４０ 

その他：△５ 
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配当について 

▌安定配当をベースに、利益拡大に伴い、 
 株主還元を拡大 
 

１５年３月期： 計画通り期末配当３２円/株（年間６４円）  

１６年３月期： 年間７０円/株へ増配予定   

7 10 11 11 13 14 19 
30 32 35 

7 
10 11 14 13 14 

26 

30 32 
35 

25 26 28 

１株当り 

配当 

（円） 

１０/３ １１/３ １２/３ １３/３ １４/３ 

（※予想値は、２０１５年４月２８日現在） 

64 
60 

１５/３ 

中間 

期末 45 

22 20 
14 

９期連続増配予定 
配当性向 

０９/３ ０７/３ ０８/３ １６/３（予想） 

70 
（37%） 
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（単位：億円） 

▌中期経営目標（売上高・営業利益/率）を前倒しで達成 

144 
(5.3%) 

97 
(4.8%) 

125 
(5.3%) 

162 
(5.5%) 

165 
(5.6%) 

営業利益 
（利益率） 

150 
(5.3%) 

160 
(5.5%) 

中期経営計画の進捗状況 

～ ～ 

2,047 

2,357 

2,703 

12年3月期 13年3月期 14年3月期 15年3月期 16年3月期 
（前回予想） （実績） （中計目標）  （予想値）    

売上高 
～ ～ ～ ～ 

2,950 

～ ～ ～ ～ 

2,850 

～ ～ 

2,922 2,900 

～ ～ 

（※予想値は、２０１５年４月２８日現在） 

8.7% 

 １６年３月期にＲＯＥ１０％の達成を目指す 

9.6% 8.8% 5.7% 10% ＲＯＥ 



中期経営計画の進捗 
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（単位：億円） 

125 

2,357 

2,703 

14年3月期 
実績 

13年3月期 
実績 

110 

530 
590 

270 

305 350 
海外事業 

インフラ事業 

ﾃｸﾆｶﾙ 
ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ 

事業 

Empowered- 
Office事業 

注
力
事
業 530 

670 

270 

300 
110 

285 
 

130 

15年3月期 
前回予想 実績 

2,850 

135 

420 

300 

410 

740 

▌注力事業が順調に成長 

既存事業 

2,922 

520 

310 

760 

16年3月期 
中計   予想 

2,900 

750 

350 

420 

150 

2,600 

2,950 

820 

350 

450 

160 140 

売上高 

（※予想値は、２０１５年４月２８日現在） 
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ＥｍｐｏｗｅｒｅｄＯｆｆｉｃｅ事業 

▌戦略 

マーケット拡大 
 ・地方・公共へのＥＯ事業展開 
 ・オフィス市場深耕 
 
 

サービス事業の拡大 
 ・共通基盤連携強化 
 ・ＤＣ、クラウド事業の 
           取組み強化 

▌売上計画／実績 

530 

（単位：億円） 

750 

実績 
13/3期 

670 
740 

予想・実績 
15/3期 

中計・予想 
16/3期 

お客様や外部からの評価が拡大 

▌中期経営計画達成に向けた進捗 
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実績 
14/3期 

0

2,000

4,000

6,000

8,000

07 08 09 10 11 12 13 14

＜来社数：累計７，２００社＞ 

本社移転 

・ＥＯ化オフィス活用での商談化推進（累計２万人突破） 

来場社数 

来場数 

新ソリューションの開発、投入 760 
820 

（単位：人、社） 

プロジェクションマッピング技術を活用し、 
遠隔オフィスとのリアルなコミュニケーションを実現 

SmoothSpace 
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テクニカルアウトソーシング事業 

▌戦 略 

共通事業基盤の活用による 

 事業拡大、効率化 

 キャリア向け事業の深耕 

 マーケット拡大  
   （キャリア⇒企業） 

270 

（単位：億円） 

350 

300 

▌売上計画／実績 

285 

▌中期経営計画達成に向けた進捗 
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実績 
13/3期 

予想・実績 
15/3期 

中計・予想 
16/3期 

実績 
14/3期 

ｓＤＯＣ※を活用した 

 テクニカルＢＰＯサービスが堅調 

・立上げ初年度から、大手ＳＩ販社、 
 リース会社のほか、国内外メーカー 
 からテクニカルＢＰＯ案件獲得 

多言語サービス事業体制の強化 

※Service Delivery Operation Center 

約５０億円 
※15年3月期 

・７か国語※1対応の多言語コンタクトセンターを 
 有する新会社を設立※2 

※2．キューアンドエー社、㈱翻訳センターの合弁会社 

消防マーケットに加え、日系グローバル企業、 
官庁自治体、ホテル、医療向けを強化 

310 
350 

※1．英語、中国語、韓国語、スペイン語、ポルトガル語、タイ語、ロシア語 
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インフラ事業 

▌戦略 

▌売上計画／実績 

移動体基地局関連事業 

消防・防災事業 

300 

（単位：億円） 

420 410 420 

・対応エリアの拡大及び 

 既存エリア内のシェアアップ 

・消防・防災事業の既存事業 
 領域におけるシェア拡大 
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実績 
13/3期 

予想・実績 
15/3期 

中計・予想 
16/3期 

実績 
14/3期 

 消防・防災システム事業 

 移動体基地局関連事業 

＜インドア事業売上高＞ 

13年度：２６億円 ⇒14年度：４３億円（１．７倍） 

▌中期経営計画達成に向けた進捗 

・受注ピークアウトも、 
 受注残を背景に 
 売上高は高水準 

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 16/3期 

受注高 

売上高 

（予想） 

消防・防災システム事業 

  インドア アウトドア プラチナ 合計 

14/3期 26 146 50 222 

15/3期 43 130 0.01 173 

14/3期 15/3期 

+65% 

プラチナ 

バンド 

アウトドア 

基地局 

インドア 

基地局 

・通信事業者の投資戦略 

 によりアウトドア基地局減少 

インドア基地局へリソース
シフト実施し、成果 

   14/3    15/3  差 
PB    70         0 △70 
OutD   124      127 ＋3 
InD   26    43 ＋17 
-------------------- 
合計 220  170 △50 

520 450 

消防指令システム、防災、 

環境エネルギー分野拡大に注力 

△20% 
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海外事業 

アジア圏を中心とした 

  通信インフラ事業の拡大 
 

（重点領域） 

ﾀｲ ⇒ キャリア向け３Ｇ対応 

ﾌｨﾘﾋﾟﾝ、ｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ、ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ 

   ⇒防災、鉄道 

▌戦略 

▌売上計画／実績 

アジアを軸にしたＪＯＣへ 

 の対応を強化 

110 

（単位：億円） 

150 
135 130 

▌中期経営計画達成に向けた進捗 
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実績 
13/3期 

予想・実績 
15/3期 

中計・予想 
16/3期 

実績 
14/3期 

既存顧客深耕による通信インフラ事業の拡大 

【プロジェクト概要】 
 ガスプラントの計測・制御システムの設備更新 

新規成長市場への進出（ミャンマー進出） 

・サウジアラビア： 
 西エリアのＰＪに加え、東エリアでも大型ＰＪを受注 

・タイ： 
 ＡＩＳ社３Ｇ通信網構築ＰＪを遂行中（100億円規模/２年累計） 

・ｲﾝﾌﾗ投資の急拡大が見込まれるミャンマーへ進出 

 ⇒タイ法人のヤンゴン支店を開設（4月） 

・モバイルを中心とした通信インフラ整備 

・鉄道、道路、空港、電力等の各種公共インフラ整備 等 

ターゲット市場 
インフラ構築ＰＪ 
で既に受注実績 

140 

160 
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Ⅰ．２０１５年３月期 決算概要 
 

Ⅱ．２０１６年３月期 業績予想 
 

Ⅲ．中期経営計画の取組み状況 
 

Ⅳ．今後の成長に向けた考え方 



2,047 

2,357 

2,703 
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（単位：億円） ▌成長分野にフォーカスし、成長の継続を 
 基本方針とする 

今後の成長に向けた考え方 

12/3期 13/3期 14/3期 15/3期 17/3期～ 

～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ 

2,922 
2,950 

～ ～ 

16/3期 
（予想） （次期中期経営計画期間） 

144 
(5.3%) 

97 
(4.8%) 

125 
(5.3%) 

162 
(5.5%) 

営業利益 
（利益率） 

165 
(5.6%) 

売上高 
・・・ 
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今後の成長に向けた考え方 

▌サービス事業の強化とインフラ事業の拡大 

 戦略的投資 
    （成長分野への重点投資とアライアンス推進） 

 共通基盤強化 
    （施工事業基盤、保守・サービス事業基盤の強化） 

～コンサルティングから施工・サービスまでのトータルＳＩｅｒへ～ 
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事業戦略・注力マップ 

 MVNOやSDN等の成長が期待される新たな技術・サービス分野に注力 
 インフラ分野は、市場が活性化する国内およびアジアを中心とした海外事業を強化 

新
規
・注
力
分
野 

新技術・サービス分野 

ＥＯ 
オフィス改革 

保守・ 
サービス 

通信/社会 
インフラ ＳＤＮ 

ＭＶＮＯ 

Ｍ２Ｍ／ＩｏＴ 

ＢＰＯ 

＜ICT+非ICT系＞ ｺﾝﾀｸﾄｾﾝﾀｰ 
ﾍﾙﾌﾟﾃﾞｽｸ 

多言語 

既存事業 

監視 
ｾｷｭﾘﾃｨ 

国内 
都市基盤高度化 

防災・減災 
４Ｋ・８Ｋ／ＣＡＴＶ 

電力・ｴﾈﾙｷﾞｰ 
ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 

次世代ＥＯ 
ﾜｰｸｽﾀｲﾙ改革 

既存・新規含めたインフラ市場への深耕 

新たな技術・ｻｰﾋﾞｽ・市場の拡大 

サービス事業強化・領域拡大 

イ
ン
フ
ラ
市
場 

へ
の
注
力 

新たな 
分野への 
注力 

海外 
通信インフラ 
公共インフラ 
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株主価値向上 

 
 

コンプライアンス最優先の事業遂行 

組織の成長 人の成長 事業の成長 

中期経営計画の完遂 
中期経営目標から上積みした新年度予想値の必達 

さいごに 
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nesic 検索 



本資料についてのご注意 
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本資料に記載されている将来の業績等に関する見通しは、将来の予測であり、確定的な

事実に基づかないために、リスクや不確定要因を含んでおり、当社としてその実現を約束す

る趣旨のものではありません。 

実際の業績は、様々な要因の変化により記載の見通しとは大きく異なる結果となりうるこ

とをご承知おき願います。 

実際の業績に影響を与えうる重要な要因は、当社グループの事業を取り巻く経済情勢、

社会的動向、当社グループの提供するシステムやサービスに対する需要動向や競争激化に

よる価格下落圧力、市場対応能力などであります。 

なお、業績に影響を与える要因はこれらに限定するものではありません。 

当社グループでは、マーケット別の事業体制の強化を進めており、一部事業体制の見直し

を行ってまいりました。これを受け、当連結会計年度より、従来「社会インフラ」セグメントに含

まれていた移動体基地局等の通信事業者向け工事事業を「キャリアネットワーク」セグメント

に含める等の報告セグメントの内容変更を行いました。 

また13/3期、14/3期も、これに合わせた組替え値で表示しております。 
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www.nesic.co.jp  
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